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SnapMirror

SnapMirror 関係に対応した ONTAP バージョン

SnapMirrorデータ保護関係を作成するには、ソースボリュームとデスティネーションボ
リュームで互換性のあるONTAPバージョンが実行されている必要があります。ONTAP

をアップグレードする前に、現在のONTAPバージョンがSnapMirror関係のターゲット
のONTAPバージョンと互換性があることを確認する必要があります。

ユニファイドレプリケーション関係

「 xdmp` 」タイプの SnapMirror 関係では、オンプレミスまたは Cloud Volumes ONTAP リリースを使用しま
す。

ONTAP 9.9.9..0以降：

• ONTAP 9.x.0リリースはクラウドのみのリリースであり、Cloud Volumes ONTAPシステム
をサポートします。リリースバージョンのあとにアスタリスク（*）が表示されている場
合、クラウドのみのリリースです。

• ONTAP 9.x.1リリースは一般リリースであり、オンプレミスシステムとCloud Volumes

ONTAPシステムの両方をサポートします。

双方向の互換性があります。

• ONTAP バージョン9.3以降との相互運用性*

ON
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ONTAP の以前のバージョンとの相互運用性…

9.14

.1

9.14

.0 *

9.13

.1.

9.13

.0 *

9.12

.1:

9.12

.0 *

9.11

.1

9.11

.0*

9.10

.1

9.10

.0 *

9.9.

1

9.9..

0 *

9.8 9.7 9.6 9.5 9.4 9.3

9.14

.1
* は
い *

* は
い *

* は
い *

* は
い *

* は
い *

* は
い *

* は
い *

* は
い *

* は
い *

* は
い *

* は
い *

* は
い *

いい
え

いい
え

いい
え

いい
え

いい
え

いい
え

9.14

.0 *
* は
い *

* は
い *

* は
い *

いい
え

* は
い *

いい
え

* は
い *

いい
え

* は
い *

いい
え

* は
い *

いい
え

* は
い *

いい
え

いい
え

いい
え

いい
え

いい
え

9.13

.1.
* は
い *

* は
い *

* は
い *

* は
い *

* は
い *

* は
い *

* は
い *

* は
い *

* は
い *

* は
い *

* は
い *

* は
い *

* は
い *

いい
え

いい
え

いい
え

いい
え

いい
え

9.13

.0 *
* は
い *

いい
え

* は
い *

* は
い *

* は
い *

いい
え

* は
い *

いい
え

* は
い *

いい
え

* は
い *

いい
え

* は
い *

いい
え

いい
え

いい
え

いい
え

いい
え

9.12

.1:
* は
い *

* は
い *

* は
い *

* は
い *

* は
い *

* は
い *

* は
い *

* は
い *

* は
い *

* は
い *

* は
い *

* は
い *

* は
い *

* は
い *

いい
え

いい
え

いい
え

いい
え

9.12

.0 *
* は
い *

いい
え

* は
い *

いい
え

* は
い *

* は
い *

* は
い *

いい
え

* は
い *

いい
え

* は
い *

いい
え

* は
い *

* は
い *

いい
え

いい
え

いい
え

いい
え

1



9.11

.1
* は
い *

* は
い *

* は
い *

* は
い *

* は
い *

* は
い *

* は
い *

* は
い *

* は
い *

* は
い *

* は
い *

* は
い *

* は
い *

* は
い *

* は
い *

いい
え

いい
え

いい
え

9.11

.0*
* は
い *

いい
え

* は
い *

いい
え

* は
い *

いい
え

* は
い *

* は
い *

* は
い *

いい
え

* は
い *

いい
え

* は
い *

* は
い *

* は
い *

いい
え

いい
え

いい
え

9.10

.1
* は
い *

* は
い *

* は
い *

* は
い *

* は
い *

* は
い *

* は
い *

* は
い *

* は
い *

* は
い *

* は
い *

* は
い *

* は
い *

* は
い *

* は
い *

* は
い *

いい
え

いい
え

9.10

.0 *
* は
い *

いい
え

* は
い *

いい
え

* は
い *

いい
え

* は
い *

いい
え

* は
い *

* は
い *

* は
い *

いい
え

* は
い *

* は
い *

* は
い *

* は
い *

いい
え

いい
え

9.9.

1
* は
い *

* は
い *

* は
い *

* は
い *

* は
い *

* は
い *

* は
い *

* は
い *

* は
い *

* は
い *

* は
い *

* は
い *

* は
い *

* は
い *

* は
い *

* は
い *

いい
え

いい
え

9.9..

0 *
* は
い *

いい
え

* は
い *

いい
え

* は
い *

いい
え

* は
い *

いい
え

* は
い *

いい
え

* は
い *

* は
い *

* は
い *

* は
い *

* は
い *

* は
い *

いい
え

いい
え

9.8 いい
え

* は
い *

* は
い *

* は
い *

* は
い *

* は
い *

* は
い *

* は
い *

* は
い *

* は
い *

* は
い *

* は
い *

* は
い *

* は
い *

* は
い *

* は
い *

いい
え

* は
い *

9.7 いい
え

いい
え

いい
え

いい
え

* は
い *

* は
い *

* は
い *

* は
い *

* は
い *

* は
い *

* は
い *

* は
い *

* は
い *

* は
い *

* は
い *

* は
い *

いい
え

* は
い *

9.6 いい
え

いい
え

いい
え

いい
え

いい
え

いい
え

* は
い *

* は
い *

* は
い *

* は
い *

* は
い *

* は
い *

* は
い *

* は
い *

* は
い *

* は
い *

いい
え

* は
い *

9.5 いい
え

いい
え

いい
え

いい
え

いい
え

いい
え

いい
え

いい
え

* は
い *

* は
い *

* は
い *

* は
い *

* は
い *

* は
い *

* は
い *

* は
い *

* は
い *

* は
い *

9.4 いい
え

いい
え

いい
え

いい
え

いい
え

いい
え

いい
え

いい
え

いい
え

いい
え

いい
え

いい
え

いい
え

いい
え

いい
え

* は
い *

* は
い *

* は
い *

9.3 いい
え

いい
え

いい
え

いい
え

いい
え

いい
え

いい
え

いい
え

いい
え

いい
え

いい
え

いい
え

* は
い *

* は
い *

* は
い *

* は
い *

* は
い *

* は
い *

SnapMirror Synchronous 関係

ONTAP クラウドインスタンスではSnapMirror Synchronousはサポートされません。

ONTAP

バージ
ョン…

ONTAP の以前のバージョンとの相互運用性…

9.14.1 9.13.1. 9.12.1: 9.11.1 9.10.1 9.9.1 9.8 9.7 9.6 9.5

9.14.1 * はい * * はい * * はい * * はい * * はい * * はい * * はい * いいえ いいえ いいえ

9.13.1. * はい * * はい * * はい * * はい * * はい * * はい * * はい * * はい * いいえ いいえ

9.12.1: * はい * * はい * * はい * * はい * * はい * * はい * * はい * * はい * いいえ いいえ

9.11.1 * はい * * はい * * はい * * はい * * はい * * はい * いいえ いいえ いいえ いいえ

9.10.1 * はい * * はい * * はい * * はい * * はい * * はい * * はい * いいえ いいえ いいえ

9.9.1 * はい * * はい * * はい * * はい * * はい * * はい * * はい * * はい * いいえ いいえ

9.8 * はい * * はい * * はい * いいえ * はい * * はい * * はい * * はい * * はい * いいえ

2



9.7 いいえ * はい * * はい * いいえ いいえ * はい * * はい * * はい * * はい * * はい *

9.6 いいえ いいえ いいえ いいえ いいえ いいえ * はい * * はい * * はい * * はい *

9.5 いいえ いいえ いいえ いいえ いいえ いいえ いいえ * はい * * はい * * はい *

SnapMirror SVMディザスタリカバリ関係

• SVMディザスタリカバリのデータとSVM保護の場合：

SVMディザスタリカバリは、同じバージョンのONTAPを実行するクラスタ間でのみサポートされます。
バージョンに依存しないレプリケーションはSVMレプリケーションではサポートされません。

• SVM移行のためのSVMディザスタリカバリの場合：

◦ ソース上のONTAPの以前のバージョンから、デスティネーション上のONTAPの同じバージョンまた
はそれ以降のバージョンへのレプリケーションが単一方向でサポートされます。

• ターゲットクラスタのONTAPのバージョンが、次の表に示すように、オンプレミスのメジャーバージョン
が2つ以上ないか、クラウドのメジャーバージョンが2つ以上ないようにする必要があります。

◦ 長期的なデータ保護のユースケースでは、レプリケーションはサポートされません。

リリースバージョンのあとにアスタリスク（*）が表示されている場合、クラウドのみのリリースです。

サポートを確認するには、左側の表の列でソースバージョンを確認し、一番上の行でデスティネーションバー
ジョンを確認します（類似バージョンの場合はDR/Migration、新しいバージョンの場合はMigrationのみ）。
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SnapMirrorディザスタリカバリ関係

タイプが「 `D」 でポリシータイプが「 async 」の SnapMirror 関係の場合：

DPタイプのミラーは、ONTAP 9.11.1以降では初期化できず、ONTAP 9.12.1では完全に廃止さ
れています。詳細については、を参照してください "データ保護SnapMirror関係の廃止"。

次の表で、左側の列はソースボリュームの ONTAP のバージョン、上部の行はデスティネーシ
ョンボリュームで使用できる ONTAP のバージョンを示しています。
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ソース 宛先

9.11.1 9.10.1 9.9.1 9.8 9.7 9.6 9.5 9.4 9.3 9.2. 9.1 9

9.11.1 はい。 いいえ いいえ いいえ いいえ いいえ いいえ いいえ いいえ いいえ いいえ いいえ

9.10.1 はい。 はい。 いいえ いいえ いいえ いいえ いいえ いいえ いいえ いいえ いいえ いいえ

9.9.1 はい。 はい。 はい。 いいえ いいえ いいえ いいえ いいえ いいえ いいえ いいえ いいえ

9.8 いいえ はい。 はい。 はい。 いいえ いいえ いいえ いいえ いいえ いいえ いいえ いいえ

9.7 いいえ いいえ はい。 はい。 はい。 いいえ いいえ いいえ いいえ いいえ いいえ いいえ

9.6 いいえ いいえ いいえ はい。 はい。 はい。 いいえ いいえ いいえ いいえ いいえ いいえ

9.5 いいえ いいえ いいえ いいえ はい。 はい。 はい。 いいえ いいえ いいえ いいえ いいえ

9.4 いいえ いいえ いいえ いいえ いいえ はい。 はい。 はい。 いいえ いいえ いいえ いいえ

9.3 いいえ いいえ いいえ いいえ いいえ いいえ はい。 はい。 はい。 いいえ いいえ いいえ

9.2. いいえ いいえ いいえ いいえ いいえ いいえ いいえ はい。 はい。 はい。 いいえ いいえ

9.1 いいえ いいえ いいえ いいえ いいえ いいえ いいえ いいえ はい。 はい。 はい。 いいえ

9 いいえ いいえ いいえ いいえ いいえ いいえ いいえ いいえ いいえ はい。 はい。 はい。

双方向の互換性はありません。

既存の DP タイプの関係を XDP に変換します

ONTAP 9.12.1以降にアップグレードする場合は、アップグレードする前にDPタイプの
関係をXDPに変換する必要があります。ONTAP 9.12.1以降では、DPタイプの関係はサ
ポートされません。既存の DP タイプの関係を簡単に XDP に変換して、バージョンに依
存しない SnapMirror を活用できます。

このタスクについて

• SnapMirror では、既存の DP タイプの関係を XDP に自動的に変換しません。関係を変換するには、既存
の関係を解除して削除し、新しい XDP 関係を作成して関係を再同期する必要があります。背景情報につ
いては、を参照してください "XDP は、 DP を SnapMirror のデフォルトとして置き換えます"。

• 変換を計画する場合は、 XDP SnapMirror 関係のバックグラウンド準備とデータウェアハウジングフェー
ズに時間がかかる可能性があることに注意してください。長時間にわたってステータスが「 preparing 」
と報告されている SnapMirror 関係が表示されることは珍しくありません。

SnapMirror 関係のタイプを DP から XDP に変換すると、オートサイズやスペースギャランテ
ィなどのスペース関連の設定はデスティネーションにレプリケートされなくなります。

手順

1. デスティネーションクラスタから、SnapMirror関係のタイプがDPで、ミラーの状態がSnapMirrored、関
係のステータスがIdle、関係がhealthyであることを確認します。

snapmirror show -destination-path <SVM:volume>
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次の例は、からの出力を示しています snapmirror show コマンドを実行します

cluster_dst::>snapmirror show -destination-path svm_backup:volA_dst

Source Path: svm1:volA

Destination Path: svm_backup:volA_dst

Relationship Type: DP

SnapMirror Schedule: -

Tries Limit: -

Throttle (KB/sec): unlimited

Mirror State: Snapmirrored

Relationship Status: Idle

Transfer Snapshot: -

Snapshot Progress: -

Total Progress: -

Snapshot Checkpoint: -

Newest Snapshot: snapmirror.10af643c-32d1-11e3-954b-

123478563412_2147484682.2014-06-27_100026

Newest Snapshot Timestamp: 06/27 10:00:55

Exported Snapshot: snapmirror.10af643c-32d1-11e3-954b-

123478563412_2147484682.2014-06-27_100026

Exported Snapshot Timestamp: 06/27 10:00:55

Healthy: true

のコピーを保持しておくと便利です snapmirror show 関係設定の既存の情報を追跡する
ためのコマンド出力。

2. ソースボリュームとデスティネーションボリュームから、両方のボリュームで共通のSnapshotコピーを作
成します。

volume snapshot show -vserver <SVM> -volume <volume>

次の例は、を示しています volume snapshot show ソースボリュームとデスティネーションボリュー
ムの出力：
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cluster_src:> volume snapshot show -vserver vsm1 -volume volA

---Blocks---

Vserver Volume Snapshot State Size Total% Used%

-------- ------- ------------------------------- -------- --------

------ -----

svm1 volA

weekly.2014-06-09_0736 valid 76KB 0% 28%

weekly.2014-06-16_1305 valid 80KB 0% 29%

daily.2014-06-26_0842 valid 76KB 0% 28%

hourly.2014-06-26_1205 valid 72KB 0% 27%

hourly.2014-06-26_1305 valid 72KB 0% 27%

hourly.2014-06-26_1405 valid 76KB 0% 28%

hourly.2014-06-26_1505 valid 72KB 0% 27%

hourly.2014-06-26_1605 valid 72KB 0% 27%

daily.2014-06-27_0921 valid 60KB 0% 24%

hourly.2014-06-27_0921 valid 76KB 0% 28%

snapmirror.10af643c-32d1-11e3-954b-123478563412_2147484682.2014-06-

27_100026

valid 44KB 0% 19%

11 entries were displayed.

cluster_dest:> volume snapshot show -vserver svm_backup -volume volA_dst

---Blocks---

Vserver Volume Snapshot State Size Total% Used%

-------- ------- ------------------------------- -------- --------

------ -----

svm_backup volA_dst

weekly.2014-06-09_0736 valid 76KB 0% 30%

weekly.2014-06-16_1305 valid 80KB 0% 31%

daily.2014-06-26_0842 valid 76KB 0% 30%

hourly.2014-06-26_1205 valid 72KB 0% 29%

hourly.2014-06-26_1305 valid 72KB 0% 29%

hourly.2014-06-26_1405 valid 76KB 0% 30%

hourly.2014-06-26_1505 valid 72KB 0% 29%

hourly.2014-06-26_1605 valid 72KB 0% 29%

daily.2014-06-27_0921 valid 60KB 0% 25%

hourly.2014-06-27_0921 valid 76KB 0% 30%

snapmirror.10af643c-32d1-11e3-954b-123478563412_2147484682.2014-06-

27_100026

3. 変換中にスケジュールされた更新が実行されないようにするには、既存のDPタイプの関係を休止しま
す。
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snapmirror quiesce -source-path <SVM:volume> -destination-path

<SVM:volume>

コマンド構文全体については、を参照してください "のマニュアルページ"。

このコマンドはデスティネーション SVM またはデスティネーションクラスタから実行する
必要があります。

次の例は、ソースボリューム間の関係を休止します volA オン svm1 デスティネーションボリュームを指

定します volA_dst オン svm_backup：

cluster_dst::> snapmirror quiesce -destination-path svm_backup:volA_dst

4. 既存の DP タイプの関係を解除します。

snapmirror break -destination-path <SVM:volume>

コマンド構文全体については、を参照してください "のマニュアルページ"。

このコマンドはデスティネーション SVM またはデスティネーションクラスタから実行する
必要があります。

次の例は、ソースボリューム間の関係を解除します volA オン svm1 デスティネーションボリュームを指

定します volA_dst オン svm_backup：

cluster_dst::> snapmirror break -destination-path svm_backup:volA_dst

5. デスティネーションボリュームでSnapshotコピーの自動削除が有効になっている場合は無効にします。

volume snapshot autodelete modify -vserver _SVM_ -volume _volume_

-enabled false

次の例は、デスティネーションボリュームでSnapshotコピーの自動削除を無効にします volA_dst：

cluster_dst::> volume snapshot autodelete modify -vserver svm_backup

-volume volA_dst -enabled false

6. 既存の DP タイプの関係を削除します。
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snapmirror delete -destination-path <SVM:volume>

コマンド構文全体については、を参照してください "のマニュアルページ"。

このコマンドはデスティネーション SVM またはデスティネーションクラスタから実行する
必要があります。

次の例は、ソースボリューム間の関係を削除します volA オン svm1 デスティネーションボリュームを指

定します volA_dst オン svm_backup：

cluster_dst::> snapmirror delete -destination-path svm_backup:volA_dst

7. ソースで元のSVMディザスタリカバリ関係を解放します。

snapmirror release -destination-path <SVM:volume> -relationship-info

-only true

次の例は、SVMディザスタリカバリ関係をリリースします。

cluster_src::> snapmirror release -destination-path svm_backup:volA_dst

-relationship-info-only true

8. で保持した出力を使用できます snapmirror show 次のコマンドを使用して、新しいXDPタイプの関係
を作成します。

snapmirror create -source-path <SVM:volume> -destination-path

<SVM:volume>  -type XDP -schedule <schedule> -policy <policy>

新しい関係では、同じソースボリュームとデスティネーションボリュームを使用する必要があります。コ
マンド構文全体については、マニュアルページを参照してください。

このコマンドはデスティネーション SVM またはデスティネーションクラスタから実行する
必要があります。

次の例は、ソースボリューム間のSnapMirrorディザスタリカバリ関係を作成します。 volA オン svm1 デ

スティネーションボリュームを指定します volA_dst オン svm_backup デフォルトを使用します

MirrorAllSnapshots ポリシー：

cluster_dst::> snapmirror create -source-path svm1:volA -destination

-path svm_backup:volA_dst

-type XDP -schedule my_daily -policy MirrorAllSnapshots
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9. ソースボリュームとデスティネーションボリュームを再同期します。

snapmirror resync -source-path <SVM:volume> -destination-path

<SVM:volume>

再同期時間を短縮するには、を使用します -quick-resync オプションですが、Storage Efficiencyによ
る削減効果は失われる可能性がある点に注意してください。コマンド構文全体については、マニュアルペ
ージを参照してください。 "snapmirror resyncコマンドの実行"。

このコマンドはデスティネーション SVM またはデスティネーションクラスタから実行する
必要があります。再同期の際にベースライン転送は不要ですが、再同期には時間がかかる
場合があります。再同期はオフピークの時間帯に実行することを推奨します。

次の例は、ソースボリューム間の関係を再同期します volA オン svm1 デスティネーションボリュームを

指定します volA_dst オン svm_backup：

cluster_dst::> snapmirror resync -source-path svm1:volA -destination

-path svm_backup:volA_dst

10. Snapshotコピーの自動削除を無効にした場合は、再度有効にします。

volume snapshot autodelete modify -vserver <SVM> -volume <volume>

-enabled true

完了後

1. を使用します snapmirror show コマンドを実行して、SnapMirror関係が作成されたことを確認しま
す。

2. SnapMirror XDPデスティネーションボリュームがSnapMirrorポリシーの定義に従ってSnapshotコピーの

更新を開始したら、の出力を使用します。 snapmirror list-destinations ソースクラスタからコマ
ンドを実行し、新しいSnapMirror XDP関係を表示します。
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